
九州の鉱工業生産動向
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［基調判断］……………持ち直しの動きが続いている
２０１０年２月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、一般機械や金属製品、鉄鋼業などの生産
が好調な一方、エコカー減税効果の反動が大きい輸送機械や、食料品・たばこなどの生産が伸び悩ん
だことから、前月比０．３％低下の９８．５と３ヵ月ぶりに前月実績を下回りました。しかしながら、乗用
車の生産は高水準で推移しており、生産活動全体は引き続き堅調で、持ち直しの動きは持続しています。

［業種別動向］……………輸送機械はエコカー減税効果の反動減で
前月比マイナス

鉱工業生産指数の前月比０．３％低下について、業種別の寄与度を見ると、一般機械のほか公共工事
案件で橋梁や水門などの需要が好調だった金属製品などがプラスに寄与しました。一方、輸送機械は、
エコカー減税効果などで好調だった前月の反動の影響が大きく、マイナスの寄与度が最大となってい
ます。

九 州経済動向

21FFG調査月報 2010年5月



福岡県の最近の経済動向
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福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、エコカー減税による乗用車需要の増加などから輸送機械が上昇、一般機械など他の

産業も軒並み上昇するなど、着実に持ち直しの動きが見られています。

消費面では、消費者の節約志向は依然強く、大型小売店販売額は前年割れで推移しています。住宅

建設については、マンション着工は減少したものの、住宅取得に係る優遇制度や住宅版エコポイント

の効果から、持家を取得する動きについては引き続き堅調です。公共工事についても件数・金額とも

に増加するなど、総じて堅調に推移しています。

［生産活動］……………総合指数は３ヵ月連続上昇

１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は９２．７となり前月比６．３％上昇し

ました。

主要業種をみると、エコカー減税効果などから

乗用車の需要が増加したことにより輸送機械が前

月比で１４．７％上昇したほか、薄型テレビなどの

ディスプレイ製造装置が好調だったため一般機械

工業も前月比で上昇しました。

［大型小売店］……………前年割れが継続

百貨店、スーパーともに消費者の節約志向は依

然として強く、大型小売店全体での販売額は前年

同月比３．６％減の４６３億円と１９ヵ月連続で前年比マ

イナスとなりました。

内訳をみると、百貨店は、前年同月比６．９％減

の１９７億円、スーパーについても前年同月比１．０％

減の２６５億円となりました。

飲食料品については、節分やバレンタインなど

のイベント要因もあり、４ヵ月ぶりにプラスと

なっています。

福岡県経済動向
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福岡県

［住宅建設］……………マンション着工減により前年割れ

２月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比６．５％

増の６５８戸、貸家で同２６．５％増の１，４４８戸と順調に

増加しましたが、分譲についてはマンション着工

が大幅減少した影響が大きく、前年比７６．５％減の

２５２戸となりました。

全体でも同１７．５％減の２，３６４戸となっています

が、住宅版エコポイントの効果などから、分譲（戸

建）を含めた持家取得の動きは、引続き前年比プ

ラスで推移しています。

［公共工事］……………請負件数・金額ともに増加

２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比２４．４％増の４９０件、金額につい

ても同２５．１％増の２０５億円と件数・金額ともに増

加しました。

発注者別でみると、「国」の道路関連や港湾整

備などの大型案件に加え、「市町村」発注の小口

案件も増えており、件数・金額ともに増加してい

ます。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに前年比減少

３月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年同月比１８．２％減の３６件、負債

総額は、大型倒産が発生した前年同月（省エネシ

ステム開発会社や洋菓子製造会社などの破綻によ

り３３８億円を計上）に比べ、８０．３％減の６６億円と減

少しました。

前月比では、件数は増加しているものの、小口

の倒産増加によるものが大きく、負債総額は低水

準で推移しています。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、主要産業の生産が揃って増加し、総合指数は３ヵ月連続で前月比上昇するなど、持

ち直しの動きが続いています。大型小売店販売額は減少幅が縮小し、公共工事は昨年７月以降、請負

金額が前年実績を上回って推移しています。また、企業倒産の負債総額は低水準が続いています。た

だし、住宅建設については貸家と分譲が不調で前年比減少しています。

［生産活動］……………主要産業が揃って上昇し、総合指数は
３ヵ月連続で上昇

１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は９６．７と前月比７．９％上昇しまし

た。

食料品・たばこや電子部品・デバイスなどをは

じめ、主要産業は揃って上昇し、総合指数は３ヵ

月連続で上昇しました。

［大型小売店］……………前年比マイナスながら減少幅は縮小

２月の県内大型小売店販売額は、前年比３．１％

減の１１９億円と前年実績を下回りました。消費者

の節約志向は依然強いものの、３ヵ月間連続で減

少幅は縮小しています。

衣料品全体では前年比８．０％減と不調でしたが、

飲食料品は催事関連がプラスに寄与し、同１．７％

増となりました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………貸家、分譲が不調で前年比減少

２月の新設住宅着工戸数は、前年比３４．１％減の

５４４戸と、２ヵ月続けて前年を下回りました。

住宅取得優遇制度の利用などにより持家は前年

比５．４％増の３７０戸と増加しました。一方、貸家は

同６７．７％減の１１７戸、分譲はマンションの着工が

なく戸建分譲のみで、同６１．３％減の４３戸と低調で

した。

［公共工事］……………「国」「市町村」などの発注増で前年比増加

１月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比４８．３％増の４８５件、金額が同３３．８％

増の１３２億円と、件数、請負金額ともに前年比増

加しました。

九州横断道のトンネル新設工事などで、「国」発

注分が急増したほか、「県」「市町村」発注分も増

加し、請負金額全体の増加に寄与しました。

［企業倒産］……………小口倒産で件数は増加するも、負債金額は
過去１年間で最低

２月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数は前年比２７．３％増の１４件、負債総額

が同７２．４％減の１０億５００万円となりました。

倒産は件数は前月比で６件増加しましたが、全

て１０億円以下の小口倒産で、負債総額は過去１年

間で最も低い金額となりました。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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（出所）長崎県

長崎県の大型小売店販売額

（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………持ち直しの動きに一服感

生産活動では、受注生産割合が高い電子部品・デバイスの生産低下を主因として総合指数も低下す

るなど、持ち直しの動きに一服感がみられます。公共工事は前倒し発注の反動で前年実績を下回って

推移し、住宅建設も貸家、分譲が低調で前年実績を下回りました。大型小売店販売額は低調な状態が

続いています。企業倒産については低水準で推移しています。

［生産活動］……………電子部品・デバイスや輸送機械の低下により、
総合指数も低下

１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比１４．８％低下し１２０．６とな

りました。

一般機械や食料品・たばこは上昇しましたが、

受注生産割合が高い電子部品・デバイスの生産が

急減するなどし、総合指数も低下しました。

［大型小売店］……………節約志向は依然強く、売上減少続く

２月の県内大型小売店販売額は、節約志向に加

え、販売単価の低下が続いており、前年比５．３％

減の８２億円となりました。

衣料品は前年比８．１％減少しましたが、春物衣

料に動きが見られたため、減少率は前月より縮小

しました。業態別では、百貨店は同５．３％減、スー

パーは同５．３％減少しました。

長崎県経済動向
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［住宅建設］……………貸家、分譲が低調で前年比マイナス

２月の新設住宅着工戸数は、前年比１６．０％減の

４２４戸と、３ヵ月ぶりに前年比減少しました。

持家で前年比３．２％減の２０９戸、貸家では同

２３．４％減の２０３戸、分譲は戸建分の着工のみで同

５０．０％減の１１戸と急減しました。

進出企業向けに活発化していた貸家着工などの

動きも一段落し、貸家、分譲の動きは低調で、二

ケタ減のマイナスとなりました。

［公共工事］……………請負金額は５ヵ月連続して前年比減少

２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比８．０％増の４０４件、金額が同２０．２％減

の１１９億円と、請負金額は５ヵ月連続で前年比減

少しました。

長崎大学の増改築工事の発注などで「独立行政

法人」や「市町」分は前年比増加しましたが、前

倒し発注の反動もあり「国」「県」などは減少し

ました。

［企業倒産］……………件数、負債金額ともに低水準で推移

３月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年と同数の６件、負債総額が同

６３．５％減の３億１，０００万円となりました。

緊急融資制度の効果などにより、件数、負債金

額ともに前月に引き続き非常に低い水準となりま

した。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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